
── クレイジーつけまプロジェクトという
のをやっていたそうですね。

ミヤケノリコ●このプロジェクトはちょうど
2 年やったんです。つけまの作品というのは
女の野望をつけまつげに表現するという作
品で、女の子の夢とか野望とか情熱をテーマ
に作品をつくっていて、まつげというのは女
の子がメイクするときに一番力を入れる場
所だから、それをモチーフに全国から募集し
た 111 人の夢をまつげに表現したんです。彼
女たちそれぞれにインタビューして、あなた
の夢とか野望は何ですかって聞いて、彼女た
ちが答えた野望をまつげに表現して撮影し
たそれぞれの女性たちの実物のつけま作品
をここに(111 人分のつけまの集合体の女の
モニュメントに)縫い付けてるんです。

私は作品を作る時に、その人のバックボー
ンというのが気になって、人間に興味がある
から人間をネタといったら申し訳ないです
けど、それで作っているんです。その時は私
はアイデンティティーというかジェンダー
に興味があって、自分が女っていうことでけ
っこう不利益なことがあったとか、「現代ア
ートは平等だ」って言ってるけど絶対的に男

性社会で（笑）、美術館の館長も審査員とかえ
らい人はみんな男ばっかりで、やっぱり女の
くせにとか言われたことがあったから、それ
がすごいトラウマもあって、そうではないと
いうか公平に見て欲しいなというのがあっ
て、性というか女性を対象にこのときは作っ
ていて、でも作ってみるとなんか一つ夢がか
なったみたいな感じで、性へのこだわりがな
くなったんです。

── 野望を持つ女の人をターゲットにした
というのはどういう思いで？

●なんでそういう作品を作ろうかと思ったか
といえば、ずっと作家活動をしているとき
に、女であることでふがいない思いをしたと
いうことが何度もあって一回やめて、それで
また 33 の時にやり始めた時も東京から始め
たんですけど、渋谷アワードというコンペが
あって運良く受賞できたんです。芸術家の女
の子って汚い格好してぼろぼろでっていう
イメージがあったんですけど、その時に受賞
した女の子たちはみんなキラキラして可愛
くってきれいでアイドルみたいで、おまけに
自己アピール能力も強いし話しもうまいし

頭もいいし、なおかつ作品も面白いから、あ
あそういうふうな時代なのかなって思った
んです。それはたぶん東京文化なのかもしれ
ないですけど、審査員とか偉い人と受賞パー
ティにでてる時に、すごい自己アピールをガ
ンガンしていってて、すごいなーと思って。
私そういうのはできなかったから、作品だけ
見てくれるって考え方は古いのかなと思っ
て。今の子は SNS も発達してるから、SNS で
自分を商品化してどんどん自分で売ってい
くということをしてて、言ってみたらアイド

ルですよね。作品以外で可
愛さとか美し
さを自分を売
り出すための
ツ ー ル と し
てて、それが
すごいなー
と衝撃を受
けて、こう
い う 人 っ
て 何 考 え
てるんだ
ろうと思
って取材

困難だったり、もう学校行きたくないなーと思ってる人が

作品を見てふっと笑って、ちょっとでも元気になったらいいな 
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してみようと思ったんです。
それで 100 人に聞けばなんとなく分かる

かなと思って募集したんですけど、SNS の拡
散文化で意外にいっぱい応募がきて、けっき
ょく 111 人に聞いたんです。 2 年間かけて
いろんなところに行って、でもこのつけまの
作品のおかげでいろんな仕事をもらったん
ですけど、一番最後にプロジェクトがおわっ
て、自分はこうなれないっていうのがわかっ
て（笑）、すっごい疲れて。メークも好きだし
ファッションも好きだけど、そこはけっきょ
く武器にはできないなと思って。そういう人
はそれでありだし、それは肯定してるかな。

彼女たちもなんでそういうふうに自分を
過剰にまでアピールして美しさにこだわる
のかというと、やっぱり自分が女一人で活動
していくために、なにを武器にしていったら
いいかと考え抜いた結果、ちょっときれいだ
ったらそれが武器になるわけじゃないです
か。自分をアピールするための。究極の叶姉
妹ですよね。それの一般人バージョンだとい
うわけで（笑）、やっぱり使えるものはすべて
使ってのし上がっていくのが、きっと都会の
人ほどそういう願望が強いと思うんです。な
にか一旗あげてやろうと思って上京してい
くわけじゃないですか、夢を追いかけて。じ
ゃあ自分の才能以外に何をアピールして夢

に近づけるかというと、私
は可愛いとか話しがうま
いとか、そういうのを一生
懸命死ぬ思いでやってた
んだということがわか
って、それはあざとい
とかこびてるとかじゃ
なくて、自分の夢をか
なえるためにやって
たんだということが
わかって、女の執念
てすごいなと思っ
て、すごい勉強に

なったというか面白かったで
す。

そうそう、今ほんとに美しく
なろうと思ったら、お金を稼げ
ばいくらでもなれるんですよ。
エステもあるしメスを入れた
りとか。年をとるとやっぱりシ
ワとかも出てくるけど、いくら
でもお金を出していけば消し
ていけて、いくらでも若さを保
っていける人造人間みたいな
カルチャーが一部であるんだ
なというのも知って、面白かっ
たです。

── 美容院に行くような感覚
で整形をうける人がいるし。

●それを私は否定してなくて、その人達はそ
れで豊かな生活を送っているんだったらまあ
いいなーと思うし、自分はそこまで美しさを
磨くことに時間とお金をかけれないなと。そ
れを武器にしてのし上がっていこうとは思え
なかったけど、必死で死ぬ気でそうやってる
人も中にはいて彼女達の本気で夢を叶えたい
熱意がすごく伝わってきました。日本人の女
の子はすごいエネルギーに溢れてると思いま
す。

すごい活力みなぎる人たちに 111 人も会
って。こんな一地方都市に住む作家が募集
しただけでそんだけの人が集まってくるん
だから、もっともっといるんだろうなーっ
て思ったら、女ってすごい！と思って。す
ごさと怖さを感じましたね。

そしてやればやるほど、ピュアで、そういう
のを武器にせずに、欲とかしたたかさ無く生
きているとろんさんみたいな人が愛おしく感
じてきて（笑）。対極ですね。両方と接してい
るから、太一やには癒やされに行ってるみた
い。

まあこの狭い日本にこんだけいろんな人が
いるんだなというのがわかって面白くて。自
分がどういう人に見せていきたいのかとか、
どういう表現方法をしていきたいんだろう
と、これを作りながら思っていて、それも違和
感感じながら作ってるわけだから、そしたら
やっぱり愛情豊かな作品を作りたいなと思い
ましたね。おもしろいハッピーになる作品を
作りたいって。

それでこんど次やるのはハッピーイエイプ
ロジェクトというもので、遺影をつくってる
んです。こないだとろんさんをモデルに作っ
たんです。

── 「まだ早い」って言われなかった？（笑）　

●「死」っていうのもあるんですけど、絶対的
に死ぬことはわかってるので、その中の過程

で今まで体験してきた人生のバックボーン
をその遺影の中に詰め込みたいというのが
あって。それに無償の愛というのをこの夏に
感じて、特に太一やが強かったんですけど、
そういうのとかも入れ込んだ作品を作りた
いなと思って、ハッピーイエイプロジェクト
を今度やることにしたんです。

── クレイジーつけまのことを中心に聞こ
うと思ってたんだけど、今度のプロジェクト
も面白そうですね。

●前から「アートを着る」というのを軸にし
ていて、作品は全部身につけれるものを作っ
てるんです。つけまのときはパフォーマーと
コラボしていて、つけまの展示を原宿でやっ
ていたときに、フルート奏者の鈴木和美さん
といっしょにパフォーマンスして、つけまつ
げのコスチュームを着てもらって、竹下通り
でフルートを吹いてもらったんです。作品が
動いたら面白いなと思って、そのパフォーマ
ンスを展示中にずっとやっていたんですけ

ど、ああいうところ（竹下通り）ってパフ
ォーマーが多くて、そ

んなに目立たなく
って、わーっとなるかなと思ってたん
ですけど普通で、（笑）そこまでは驚かれなか
ったんですよね。岡山でやったらね〜。

●あんまり仮装とかやらないんですか？　な
んか変わりたいとか、こういうふうなものに
なってみたいとか？　たとえば私は看護婦
になりたいとか、女子高生になりたいとか、
そういう変身願望が昔からすごいあって、こ
ういうのになってみたいというのから派生
して、なにか身につけて違う自分へ移り変わ
るというのを作品にしてて、それによって新
たな内なる自分が出てきたりとか、日常と別
次元を体験したいなとか思ってやってるか
ら。

── アートはやりはじめてからもう何年に
なるんですか？

●１５年ですね。２０才の時からやってるの
で。大学は県立大学のテキスタイルデザイン
科だったから、当時は布のデザインとかやっ
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いうので、岡本太郎の太陽の塔のうしろでや
ってたんです。で、モデル誰にしようかなと
思って、とろんさんのところに行ってやって
くださいって言って、（笑）やってたら、遺影
だ遺影だ〜ってことになって、（笑）そこから
みんなでいろいろ遺影についてしゃべって
て、そうかー、次は遺影プロジェクトにしよ
うかみたいなノリだったんです。そっから始
まったんです。

なんかとろんさんて私にとって生き神さ
まみたいになってて、あの人としゃべってる
といい仕事が来たり、いいことが起こって、
私はもう拝みに行くつもりで太一やに行く
んですよ。（笑）

── そのうち とろん神社ができそう。（笑）

●うちの父親は 10 年間精神病棟に入ってい
たんです。そのとき私はまだ 20 代で、父親が
精神病院に入ってるのがイヤだったんです。
若いから恥ずかしいというか言えなくて、な
んで精神病院なんて入ってるんだよって。そ
れは一生懸命働いてきたゆえの病気なのに
隠してて、父が亡くなった時に私は 33 だっ
たからやっと行けるようになって、お父さん
の絵を描いたりできるようになってたんで
す。でもけっきょく父といっしょに芸術とい
うのをやったことがなかったし、見に来てく
れる状況でもないまま死んでいったんです。

それで最近たまたま私の父が入院してた
病院の職員さんと出逢ったんです。話しをし
ていたら、私そこの作業療法士ですよと言わ
れて仲良くなって、もし娯楽の時間とかで絵
を描くとか折り紙するとかあったらぜひ呼
んで下さいと言ったんです。自分が父のとこ
ろに行けなくて恥ずかしかったから、ボラン
ティアでいいからやりたいです！って話し
たら喜んでくれて。父が亡くなってからもう
遅いけど、自分が今から作品を作っていく上
でもそういうのが必要だなと思ったんです。

べつに有名な美術評論家とか美術館の館
長とかに認められるためだけに作ってるわ
けじゃないから。豊かじゃなくて、隔離され
てて、そういう人こそ芸術を欲するのに芸術
がない環境で、そこでやりたいなと。そして
それをやってからの自分の作品を見たいな
と思うし、それだな！と思って。

もちろんおっきいキャリアとかも欲しい
けど、そのためには自分はやるべきことって
いうか見せたい人がいて、それは偉い人じゃ
なくて父と同じような病棟にいた人たちこ
そ芸術て必要だと思うんです。

心豊かになるとかきれい事を言ってても、
実際そこには届いてないから、自分はそれを
やっていきたいなと思って。で、同じ思いの
人といっしょに活動できたらと思います。

── 自分の作品で一番伝えたいことは？

名前のない新聞 No.203／2018年１・２月号（３）

てたんですが、ついてた教授が現代アートの
先生だったので、こういうアートの作品をす
ごく評価してくれたから、作品をつくって発
表して生きていこうって決めて。１５年、あ
っという間ですね。その間、止めてた５年間
は普通に就職してたんです。その時は観光業
に興味があったので、旅館やホテルで働いて
ました。その時、毎日お客さんが来るので、い
ろんな人としゃべるじゃないですか。で、人
と向き合って関わるってことが面白いなと
思って、それでアートの活動って最高のサー
ビス業だと思ってて、無償で見て楽しませる
行為だと思って、それは接客業なんかと相通
じるなって思いました。

── またアートの世界に戻ったのは？

●きっかけは、お父さんとおじいちゃんがダ
ブルで死んだ年があって、2015 年に両方が
立て続けに死んでいったんです。その時に、
父もおじいちゃんも自分の好きなように生
きて、後悔ないように人生送ってたから、ま
わりの人間がみな、「あんだけ好き放題した
らもう後悔ないわねー」と（笑）言ってたの
で、その時あーっと思って、私はその時は普
通に働いてたんですけど、私が死んだら後悔
するかなと考えたときに、アート表現を途中
で止めてしまったことが一番後悔するだろ
うなと思ったんです。その止めたきっかけは
もう作れなくなったというか、ずーっとやっ
てるとネタも枯渇してきて、なにをつくり表
現すればいいかわからなくなってきて、やめ
て就職して働こうと思ったんです。

── お父さんとおじいちゃんが急に亡くな
られたのはショックだったでしょうね。

●でもずーっと病気だったんです。父はもう
１０年以上入院してて、おじいちゃんはいろ
んなところにガンが再発して、それはもう死
ぬだろうなと思ってたんですけど、同じ時期
に、２月３月に続けて亡くなったんです。人
が死ぬっていのちを失う悲しさもあるけど、
自分の心境もすごい考えさせられたので、一
人の人間が死ぬってすごい大きいことだな
と。改めて自分の生き方も考えさせられ気づ
かせてくれたっていうか、やりたいことをも
う一回やらせてくれたという意味ではお父
さんとおじいちゃんに感謝してます。

── 今やろうとしているイエイプロジェク
トはその経験と関係あるんですか？

●はい、それもやっぱ関係あって、その時の
遺影がふつうの業者に頼んで会館で葬式を
やったので、すごい事務的で、遺影も A タイ
プ、B タイプ、C タイプ、どれにしますか？
ってかんじで、プラスいくらでこんなふうに

なりますって、すごいシステマチックで、人
の生をここまで業務的にシステマチックに
して。まあそこに頼んだ私ら親族の責任なん
ですけど、逆に笑けてきて、なんなんだこの
システムはと思って、自分が死ぬんだったら
ぜったい自分の好きなようにかわいいカラ
フルなのにしたいと思ったんです。父のとき
は白黒で喪に服すみたいなほんとにつまん
ないのが来て、いやだなーと思って、一番最
後の天国に旅立つ時に集大成で送り出して
ほしいから、それを白黒のシステマチックな
四角の枠におさめてはイヤだーっと思って、
それもあって、今まで残してきたものを全部
詰め込んだかわいらしい面白い遺影ができ
たらいいなと思ったんです。

けっきょく自分の実体験に基づいたこと
しか作品はできないから、それが一番説得力
があって伝えれるかなと思って。でもその時
もはじめは遺影を作ろうと思ったんじゃな
くて、こういうの↓をぱかっとはめ込むんで
すけど、基本は身につける作品だから、万博
記念公園の時に持って行って、今インスタ映
えていうのがあるんですけど、お客さんにク
レイジーコスチュームをやって下さいって
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●私の作品を感じることによって楽しんでも
らいたいというのが一番にあって、なるべく
困難だったり、明日もう学校行きたくないな
ーと思ってる人が、私の作品見たらふっと笑
って、ちょっとでも元気になったらいいなと
いうのが根底にあって、笑いと楽しさ、そして
こういう作品を着ることによってわーっとい
う興奮みたいなものを届けたいなと。その三
本柱があって、それをクレイジーコスチュー
ムとかクレイジーつけまと呼んるんです。純
粋に楽しんで欲しいとか喜んで欲しいという
のがあって、それがないと何のために作って
るんだろうというのがあります。

ただ自分が描いて楽しいというのじゃ続か
なくて、20 代の時はやっぱりキャリアがほ
しいから大きいコンペに出したりとか有名な
美術館でやりたいために、その美術館で受け
そうな作品を作ったりしてたんです。でもそ
れだと誰のためにやってるのかわからなく
て、だって人を喜ばせるために作らないと続
かないなーというのがあって、見てもらって
の芸術じゃないですか。ただ作ってるだけだ
ったら量産してるみたいで、そういうのはイ
ヤだなーと思って、考え方がだんだん変わっ
ていったんです。

なので普通に街を歩いてる人に見てもらっ
た時にどういう反応があるだろうと思ってパ
フォーマーと組んでアートをやったり。入り
口を、敷居を低くしていくようになったんで
す。じかに反応を見たいし、なるべく美術館と
かギャラリーじゃないいろんなところで最近
やるようになってきたんです。それでとろん
さんからたましいのかくじっけんでやってと
言われた時には、もうぜひやりたい！ってや
ったりとか。もう場所とか人とかへだてなく
見せて楽しんでもらいたいなと。私の芸術で
つまんない人生がちょっとでも色づくんだっ
たらどうぞ使って下さいというかんじです。
幸せな人とか自分で生きていける強い人っ
て、別にそういうのを見なくてもどんどん上
に上がっていけるんですけど、そうじゃない
環境にいる人たちに届けたいなと思って作る

ようになってきたのは、私の父のことがあっ
たりするんです。

そういうのを考えていたら、愛情だなって
いうのしかなくって、20 代の時は愛がなか
ったからそういう態度をとっていたけど、だ
んだん年を重ねてくるとわかるようになっ
て、結局 愛情がないといい作品が作れない
し、人に対しても愛情がないとつながりが薄
れていく、というのをずっと考えていて、た
ましいのかくじっけんをやってる時に、とろ
んさんとか愛だらけで、なんのメリットもな
いのにみんなすっごい手伝ってくれたりし
て、なんて愛あふれている場所なんだろうと
思ったんです。それは、楽しい方がいいじゃ
んとか、仲良くなった方がいいじゃんと言っ
てたけど、東京なんかで展示してたら何かし
らぜんぶお金が絡んでくるから、環境って違
えば人の考え方もぜんぜん違うんだなーと
思って。とろんさんのところは愛情の交換で
人が動いてたから、こんなところがあるんだ
と思って、ほんとに無償の愛を感じたから、
ここは豊かなところだなと思いました。それ
を今後作品に取り入れていきたいなと思っ
てるんです。

── イエイプロジェクトのことをもう少し
聞かせて下さい。

●つけまプロジェクトの時は 111 人のを作
ったから、ほんとに時間がなくて、事前にメ
ールでやりとりをした内容からつけまを作
るんですが、ひとり作るのに 2、3 日はかかっ
て、できたつけまを持っていき撮影して彼女
たちのバックボーンの話をさらに詳しく聞
く。そして実際会って感じた彼女達の人とな
りや雰囲気からひとりひとりの取材記事を
書き、撮影した彼女たちの顔写真(つけまをつ
けた)と合わせて SNS にアップしていくとゆ
うことを繰り返していたんですが、人数が人
数なので一日に 3 人くらいまとめて会って
いて、限られた時間で撮影して話をしてい

て、だからもう、はい次、はい次ってかんじに
なって、1 人 15 分か 30 分くらい話しを聞い
てはい終わりてかんじで。メールのやりとり
とか事務作業だけでいっぱいで作品に手が回
らなくて、それがストレスだったから、今度は
クリエーションに集中できるやり方でやろう
と思ってるんです。一人一人の話をもっと濃
厚にクォリティあげて聞きたいなと思って、
だから募集をしちゃうとありがたいけどいろ
んな人が来て選べなくなっちゃうから、今度
は自分が取材したい人にだけやってもらいた
いと思って。ていねいに愛情をもってやりた
いから。それとやる場所というのも総社のザ
ジさんのところで一番最初に発表したいなと
思ってて、岡山ではその旧堀和平邸。ギャラリ
ーだと売り上げのこととかどんな人をとか、
やっぱり売らなきゃーっていうのがあって、
そういうのは東京でやればいいかなと思っ
て。岡山では癒やしを求めてるから、好きな人
のところでやればいいかなと思ってます。

── 来年（2018 年）は他にどんなプロジェ
クトを準備してるんですか？

●今作っているのは、来年 2 月のバレンタイ
ンデーシーズンに阪急百貨店で愛をテーマに
した展示を頼まれてて（下記参照）、それが終
わったら 3 ヶ月間フランスに行くんです。ア
ーチストインレジデンスといって滞在製作を
する企画なんですけど、こないだ岡山の美咲
町でやった美咲芸術世界というのにフランス
からアーチスト達が来て住み込んで製作して
いたんですけど、それとつながっていて、こん
どは逆に私たちが行くんです。それとイエイ
プロジェクトが来年の軸ですね。

↓美咲芸術世界では舞台「アマンジャクの夢」出演者のコスチュームを担当  goo.gl/HkzA1y

（４）名前のない新聞 No.203／2018年１・２月号
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INFORMATION

「スークな祭り/スークなアートフェス」
2018.2/7(水)～2/13(火) 10:00～21:00
阪急百貨店うめだ本店 10F 「うめだスーク」
中央街区の１番小屋で NORIKO MIYAKE の
展示名が 「LOVE CIRCULATION 」 ラブイ
ンスタレーションを中心に、パフォーマンス
とラブパレードを予定。

★連絡先：niki.s.berry.528@gmail.com
（サイト）noricomiyake.jimdo.com

norikomiyake.tumblr.com


